
早良区

○概況

人口（人） 224,638

高齢者数（人） 56,318

高齢化率（％） 25.1

小学校区数 25

いきいきセンター
圏域数

9

○地域包括ケアに関する現状と課題

１．令和８年度取組みの中で、特徴あるもの
取組み内容

地域包括ケアに関する取組み
                      令和8年3月末現在

【人口動態、地形、生活環境等の地域特性】
　早良区は南北に⾧く北部（商業・文教・交通の拠点）、中部（閑静な住宅地域）、南部
（自然豊かな農業・住宅地域）が異なる特性をもつ。面積は7区の中で最も広く、人口は東
区、南区、博多区に次いで4番目に多い。
【高齢者の状況（高齢化率や介護保険受給者状況）】
　早良区の高齢化率は年々上昇しており、7区のうち城南区に次いで2番目に高い。高齢化率
は、原北校区17.4％から有住校区42.0％と地域ごとに大きな差があり、4校区で35％を超え
る。（ケアビジョン）
【社会資源（介護サービス事業所や医療機関、地域コミュニティの状況）】
・病院が13ヶ所（精神科病院1、地域包括ケア病棟を持つ病院4）
・社会資源、地域コミュニティともに地域の差が大きい。北部は、マンション等集合住宅が多く住
民同士の関係も希薄化しており、地域での見守り体制が取りにくい状況にある。南部は、医療機
関や介護サービス事業所も少なく、交通不便地域も多い。そのため、自家用車の使用有無によ
り受診や買い物等生活に大きな影響が出てくる。
・早良区南部や市営住宅、UR団地等の大規模団地が多い校区では、高齢者世帯が増え地
域役員の高齢化や担い手不足が大きな課題である。

■地域コミュニティの希薄化やライフスタイルの変化により、地域活動の担い手が不足し次世代の担い手も不足している。役
員の高齢化に伴い、働いている世代が活動しやすい地域づくりを考えていく必要がある。
■成年後見制度が変わりつつある中、制度を補完し本人の意思決定を支援する地域における仕組みづくりが必要である。
■医療・介護職の人材確保、必要な技術が提供出来る人材育成のための体制づくりが必要である。
■高齢者の移動手段の確保が課題。交通不便地のみでなく街中でも集いの場などへの移動手段がなく、参加したくても行
けないという状況がある。

早良区における地域包括ケアシステム推進について

1 地域での取組みを応援するメニュー:

歯科医師による

オーラルフレイル予防の講座

認知症啓発資料

２ オーラルフレイル予防事業:区歯科医師会、大学、歯科衛生士会等と連携して事業を推進する
３ 早良区みらい準備プロジェクト実施に向けワーキングを開催:

若い世代に「介護の備え」を伝えるプロジェクト実施に向けて、事業所ネットワークと連携



個別支援会議開催状況

高齢者地域支援会議
開催状況

③在宅医療・介護連携や多職種連携の推進に向けた取組み

圏域連携会議
開催状況

④区レベルの取組み（特徴ある取組み）

区地域包括ケア
推進会議開催状況

　(2) その他、在宅医療・介護連携の推進に関する取組み、事業所ネットワークの活動等
取組み 具体的内容

在宅地域リーダー会議 5回　在宅医療・介護連携の取組み支援に向けた協議（多職種連携研修や市民公開講座の企画）

多職種連携研修会 3回　多職種連携に関するテーマ等で開催。グループワークでは視点の違いを理解することができた。

在宅医療に関する市民公開講座 1回　オーラルフレイル・口腔ケアをテーマに基調講演を開催　　29名参加

①ケアマネ連絡会（ケアマネットさわら）
②医療ソーシャルワーカー交流会

①２回
②企画会２回、開催１回

事業所ネットワークの活動

事業所ネットワーク4か所(さわらにねっと、介活ネットさわら中央、さわらまんなかネット、さわら南よかとこネット)
・事業所ネットワーク交流会:１回
・認知症サポーター養成講座や公民館講座等で地域との連携を深めている。また、買い物支援等地域と協働
しながら社会資源を補う取組みを展開している。

弁護士と包括職員（社会福祉士）と勉強会 虐待や処遇困難の事例検討を行い、法律の視点から助言を受ける。

■早良区版地域包括ケアシステムの推進
・公民館を主体とした「地域包括ケア関連講座」（地域の専門職と連携して地域包括ケアの5分野に関する講座）の開催
・映画『お終活 熟春!人生、百年時代の過ごし方』を公民館で上映。エンディングノート等関連資料一式を配布12回608名
・歯科医師会、大学等と連携した「オーラルフレイル予防事業」:全校区で実施、オーラルフレイル予防委員会:６回、リーフレット増刷など
■区地域包括ケア推進プロジェクト会議　２回
・区レベルでの地域包括ケア推進体制を構築するため、関係課９課で開催。各課における地域包括ケアに関する取組みの共有を行っている。
（総務課、企画課、地域支援課、生涯学習推進課、保険年金課、福祉・介護保険課、健康課、支援調整課、地域保健福祉課）

・区地域包括ケア推進会議 1回
・部会　①在宅医療・介護部会１回　②権利擁護部会1回　③生活支援・介護予防部会1回

２．令和７年度の取組み状況
　(1) 地域ケア会議の状況
①個別支援における成功事例、課題など（個別支援会議の傾向など）

・認知症、家族の介護負担、キーパーソン不在、8050問題など複合的な課題を抱える事例が多く、様々な機関に出席を依頼し課題解決に向け
て連携を図っている。
・経済困窮や金銭管理が課題となることが多く、早期から専門職への相談や成年後見制度の普及啓発・利用促進の取組みが重要。

・会議回数:95回(うち介護予防型個別支援会議22事例）

②住民同士の助け合い・支えあい活動
〇高齢者地域支援事業

・会議開催校区（地区）数:14校区（地区）、延べ回数:20回
・検討内容:高齢者の課題等について意見交換し、地域で高齢者を支えるための取組みを検討し、できることから実施す
る。

・会議回数:8回（第2.3.5.6.7.8.9圏域）
・テーマ:私たちにできる防災について考える、民生委員・児童委員と圏域ケアマネの交流会等をテーマに開催

■オーラルフレイル予防事業

早良区歯科医師会、福岡歯科大学、福岡県歯科衛生士会と協力して介護予防

講演会実施。

■多職種連携研修会

・第１回：看取り（グループワーク）

・第２回：オーラルフレイル・口腔ケア

・第３回：救急医療の現状について

■医療機関・薬局・居宅介護支援事業所・訪問看護ステーションを巡回オーラルフレイル予防のためのリーフレット

【 【


